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玄武岩と浣紋岩の小海丘群－しんかい2000 によ
る新八丈凹地の潜航調査　その１－

藤岡 換 太郎＊I 松岡裕美＊2　小泉聡子 ３゙

伊豆・小笠原弧の背弧凹地の一つである新八丈凹地はその地形や地質学的・地球

物理学的符徴から鏝も若いりフトであろう。小論では我々はリフトの地形的な特徹

としんかい2(xx)の第,197潜航調査での地質学的な観察結果および航跡に添った試料

の記秡を行なう。新八丈凹地の地形的な特徴は小海盆を俘う紅線状のφ洵丘群と小

海嶺の分布であり，これらはおおむね南北走向をもつリフトの壁に平行である。

節49?潜航は瓢陬海丘の東側のすそから始まり海丘｡をのぽって行った。土石流で

迎ぱれた流紋岩の巨大なブロックが海丘のふもとに沿って認められた。火山砕肩性

初質からなる土石流によってけずられた谷をもつ急斜而がみられた。これに反して

豆洵丘や達磨海丘は熱水変質をうけた玄武岩や玄武岩買安山岩より成る。潜航巾に

は活動的な然水は発見できなかった。小海丘から２個の流紋岩と７個の玄武岩が採

集された。瓢取洵丘｡から得られた流紋岩は斜長石や石英の徴斑品を少量もつ。豆洵

丘からは玄武岩ｎ 安山岩が違磨洵丘と小淘嶺の東斜而からは玄武岩が得られた。

火山岩はその主要元素の性賢から４つのグループに分けられた。玄武岩と流叙岩

からなるパイモーダルな火山岩の分布は沖縄トラフ，カスケードや15My 前の東北

日本弧に特徹的である。この鮪の玄武岩と流紋岩の分布は伸張場のテクトニクス下

に特徴的である。新八丈凹地は上記の地域とよく似た特徴をもちリフティングが伸

張場の応力場の下で逝行巾であろう。

Small  Knolls of Basalt and  Rhyelite

―Dive  to Shin Hachijo  Depression  by Shinkai  2000 part 1-

Kantaro FUJlOKA*  ' Hiromi  MATSUOKA**  Akiko  KOIZUMI"6

One  of  the backdrc  depressions  of the  Izu-Bonin  Arc,  Hachijo  Nascent  depression,

may  be  the  youngest  ace  rift because  it has  nascent  features  on  topography,  geology

and  geophysics.  We  rcporl here  topographic  features of the rift and  geological observa-

tions  made  during  Ihc Shinkai  2000  dive 8497  as well as a brief description on  the col*

lected  samples  along  (he ship's track.

Notable  topographic  features  of  the  Hachijo  Nascent  nft  are  linear distribution of

tlic 11  knolls with  small  basin  and  small  ndge  almost  parallel to  the  north  south
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trending  fool wall of the nft. Dive  497 started from the east foot of the Hyoulan  knoll

climbing  up  the knoll. Huge  debris of rhyolitic blocks were seen along the foot of the

knoll. Steep  slope with &malf gulleys on  by  the debris flow of the voleamclastic mate-

rials. On  the contrary, Ma  me and  Da  rum a knolls are made  up  by (he hydrotbcrm^lly

altered basaltic and  basaltic andesites. Active  hydrothermal  activities were  not

observed  during the dive.

Two  rhyolites and seven basaltic rocks were  collected from  knolls. Rhyolite obtained

from  the Hyotan  knoll has  a  few  micro  phenocrysts of  plagioclase and  quartz and

basaltic andesife were  obtained from  Mamc  knoll and  basalt from  Danjroa  knoll and

from  eastern slope of the small rtdge. Four  groups of the volcanic rock were  identified

from  their nature major  element chemical compositions.

Distribution of bimodal  volcanic rocks of  mixed  with basaltic and rhyolitic in com-

position is diagnostic feature in the Okinawa  Trough,  Cascade  Range,  and  northeast

Japan  Arc  at 15 Ma.  This kind of distribution, basaltic and rhyolitic volcanic rocks is

predomaming  at tensile tcctonlc stress field. The  Hacbijo Nasccnt  rift has similar char-

acterises to the above  mentioned  area and  rifting may  be going  on under  the tensile

stress field.

１．は じ めに

伊 豆 ・小 笠原 弧の 火山 フロ ント のす ぐ背 後には

大小 様 々の背 弧凹 地 群の存 在す るこ とが 知ら れて

い る （玉 木 他，1981 ； 藤岡 ，1983 ； 1988 ； ｌｌｏｎ２ａ

and Taraaki, 1985 ）。 藤 岡 （1988 ） やFujioka et

al.（1990  ）は 御蔵 鳥 から孀 婦岩 まで の|剛 こ地 形的

に11 の凹 地 を 認め た （図 １）。 また藤 岡 （1988 ；

1990 ） は凹 地 の地 形 とそれ を横 断す る音 波探 査記

録 を用い て， こ れ らの|!!I地 群が一連 の活 動の 産物

であ り，０ＤＰ 第126 節 の掘 削結 果 （Ｌｅｇ ）26 Ship･

恥ａｒd scientific paｒtｙ， 1989 ） から約 ５Ｍａに 活動

を開始 し た可 能性 のあ るこ とを示 し た。

八 丈島 の 南西 約50km の 海底 に あ る凹 地 は 「新

八 丈1111地」 と呼 ば れて い る （藤 岡 他，1990 ）（図

２）。 こ れ は，|!!I地 の 最大 輻 と凹地 内 を埋 める 堆

積 物 の厚 さを軸に とっ たグ ラフ を作 ると すべて の

凹 地 が きれい な一 本の1111線 上に乗 り， 新八 丈凹 地

がそ の 最 も原 点 に 近 い 点 に 来 るか らで あ る （藤

|岡｡1990 ）。 藤 岡0988 ） やFujioka et al. a990 ）

は こ れを･･Nascent Rilt ” と呼 ん だ。

海 洋性 励弧内 の リフ トでは ス ミス島 の西 にあ る

ス ミスリ フト がよ く研究 された。 こ れ は地 質調 査

所 の 熱 水 活動 調 査 の タ ーゲ･y 卜 であ り ＯＤＰの 掘

削の 候 補 地 域 で あ っ た た めで あ る （地 質膺 査 所

1984 ； 1985 ； 1986. ブ ラウ ン他　J958,  Brown  et

１１６

al.,1988）。 スミスリフトではPDR,  Sea Mark ll，

3.5KC, 音波探査などの観測の韵にi慳水艇 「しん

かい2000J や「AlｖinJ による溜航調査及ぴODP

による深海掘削 が行なわれた（Leg 126 shipboard

scientific party. 1989 ； Site 790及び791)。その結

果。 スミスリフト内には３つの岩相の卓越するこ

と が明 らかとな った （Leg 126 Shipboard scien-

tifk paｒtｙ，1989 ；藤岡他，1989 ）。上位より５つ

のユニ ットよりなる粗粒なパミス層， 半遠洋性泥

岩及び玄武岩であった。最下位の玄武岩はその直

上 の半 遠洋性 泥岩 中の底 生有孔虫 の古 水深 が

２０００ｍ以燥 を示すにもかかわらずきわめてよく発

泡してお りその化学組成は ＭＯＲＢに近いもので

あ った。このような玄武岩はその産状 も特異で西

洋楽子 のムースに良く似でいるのでI ’玄武岩ムー

スIIと呼ばれた。

背弧凹地群の研 究は，スミスIJフト を除くと音

波探査以外の調査はほとんど行なわれていない。

.Ｑ島凹地や新八丈凹地，明 神凹地では「Alvin」

や「し んかい2000 」に よる潜水岡査が行なわれて

いる。

ＯＤＰ第126 節の掘削 結果は， 背弧凹地を作った

マ グマについての一つの例を示す ものであるが。

すべての他のIII］地がスミスIJフトと全く同じよう

な経緯で澎成されたかどうかについてはなお研究
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哨 １　 伊 豆 小 笠 庫 弧 の 青 弧 リ フ ト の 分  (Fajiok ・ ｓ

●1,.i● Ｆ ｅｓｓ).M11 ； 飼 霞 海 盆 ，|lai ； 八 丈 凹

墻 ， Ｈ・s ； 圻 人 丈|‘1 地. Ｎｓｕ ； 北 ス ミ ス 海 盆
，

S ●ｕ ； 曲 ス ミ ス 海 蜚 ． ＡＴＬ ； 脊 ケ Ｑ 講 造 繚
，

STL ； 孀 婦 岩 構 造 纖{ 湯 浅 ・ 村 上
，198S}.

Fig.  1.  D* ≪t『 ゐ 眦ｉyｎ ●f l●● Ｂ●ｅｋｓｇ ｌｉ ｐｒ●ｓｓiｓ ｓ ｌあ幟1

1h ●ll ｕ-Ｒ･-･i ● Ａｒｅ.

の余地がある。

伊豆・小笠原弧では一 方，活助的な熱水はｌ部

の 海山 を除いて まだ免見 されて いない。藤岡

(1983) や北瓜（1983）は東北日本弧の 西黒沢～

女川期の古地理を推定して，それが現在の伊豆・

小笠原慍の地理と酪似していること及び，IM 鉱鉱

床の形成の場が現在の伊豆・小笠原弧にもある可

陀性を指摘した。

新八丈門地は最も葺しく形成されたリフトであ

る可能性が洫く，従って熱水活動が活発であるこ

とが期什される。しかしながら現在までには残念

ながら沖縄トラフで 認められたような熱水地域が

発見されてはいない。

このような背景のもとで我々は新八丈凹地の濳

JAMSTECTR DEEPSEA ＲＥＳＥＡＲＣＨ （1991）

図 ２　 斬八 丈 凹地 周辺の地 形 （海上 保安斤 水路郎刊

行，20 万 分 の１ 海 城 墻 形 回No. 6364 ，

63686421642Z を トレー ス）

Fi＆2. ＬＱｃａtｉｏｎ ｏｆ the llachりo Nascent Rift.

航では以下のことを明かにすべく翳●をたてた．

11噺 八丈凹地の地形（徴地形）の観察，12噺 八丈

凹地の表層堆積物の観察と採集，13）新八丈凹地の

岩石の採集及ぴ.（41新八丈凹地のａ 廖測定と熱水

活黝の有無の瑞皿，などである．

本部告では，上肥の目的の一部 を達成できたの

で．従来報告されている新八丈凹地の詳細な地形

図 （門煬他.1990 ，仲億.19S? ）による地恵の解

析．従来行なわれた潜水の舷杲，およぴ今回の潜

航による観察及び得られた吠科の記載を行なっ

て，新八丈凹地に関するいくつ滷ヽの問題を指摘し

て今後の濳水屑査（1991年7j ¶予定）の目標とし

たい．

２．新八丈凹地の地形

間２には潜航地点 の概鳩を示すため海上保安庁

水篩部発行の海底旭形図を示した． 水餡郎の2x】万

分の１海底地形圜やICO万分の １などの小縮尺の

鴆形鬨では大きな桝造の特徴が認められる．新八

丈凹地 がｔ 北西一南南東方向に仲ぴた 高４輻５

ｋｍ稠度の小海盆であ ること．水（谷3 系は迎に
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北東 一南西方向のものが卓越すること。及び南北

に伸びた火山性のものと思われる地形的な商まり

が認められる他にはきわだった特徴は認められな

1,1.

海津科学技 術セン ターは最近はマルチ ナロウ

ビームによる新八丈凹地の地形図を作裂したがそ

れによれば今までに認められなかった小さな地形

的特徴が認められる( 図３，門馬他｡1990) 。新

八丈凹地の中には櫛々な海丘が百以上もある。こ

れらは小海丘辟と も■乎ぴうるものである。菅・藤

｡　 ¶jｙ.蓐'Ｅ　　　　　　　 ¶1？I

μ8

岡（1990）は伊豆小笠原弧の海山や海丘の体積を

肝算し鳥弧全体の火山岩最を見積ったが。これら

の小海丘は針算できないほど小さい。それらはほ

ぽ凹地の伸びの方向に平行に分布している。図４

には新八丈凹地の地形断面を示す。凹地内の地形

構 造嬰素は東 から西へ火山フロントに近いf001

wall, 平坦な海盆と小丘辟，直線状の小海妲，小

さな伸びた凹地，海丘群に分けられる。火山フロ

ントの上には4  ― 5 km の底径をもつ カルデラや

海丘 が分布 する。 カルデ ラはその中心 が北緯

゜?s･　　　　　　　13 ●冖I

１吮 Ｓ

二

1*3　 新 八 £1111地 の 地 形 ｛1111馬 他.1990 を ト レ ー･ス し たj

Fig. 3. Ｔｏｌｘjgrap111cl map ol ihe Hlchijo Ni ｓce･11 Rift lTr; ｌｃｅｄ ｆｌｌｏｌｌ

Monma ｅｌ ａｌ.，1990 ）.
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32°43.8'，東経 】39'38.9'にある。記 載の都 合上

[新八丈カルデラ] と名付ける。新八丈カルデラ

の外輪山に相当する高まりはほぽ水繰500m の円

形の平坦面を形成しており減食をうけた可能性が

ある位 よく水深がそろっている。外輪山 の直径は

2.5km ，カルデラ底の直径は^  1 km 比高110m の

小さなものである。図５にはこのカルデラの東西

及び商丿北の断面図を示した。規模は利島の北で発

見されたものや火山フロントから記職されている

もの( 村上・石原，1985 ； 岩淵他, 1989) とほぼ

同様である。

Ｆ Ｅ
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火山フロントの西側は急産になっていて正断層

様 の地形を示し西側の海盆が下がっている。急崖

は最大落差400m に達する。

海盆は約15kmX5km の艮方形状の地形でその

底は水深約U00m の平坦面となっている。海盆の

西よりには底径ｌｋｍ程皮の小海丘が330* の方向

に並んでいる。この並びは何列かの線になってい

る。この小海丘のいくつかはdive 497で観察され

た。海盆の西端も急膃になっていてやはり最大落

差500m 程度ある。 西側には直線状（北側でNS

南で160°）の小海嶺が認められる。小海嶺の上に

Ｄ
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図 ４　 地 偬 断 面ll! 。 Ａ） 断lii の 位 破 。B 】 火 西 断111。 Ｃ） 南 北 断 馨i。

印 は ， 断 面 の 屈 曲 点 を 示 す 。ll ； 瓢 箪 海 丘 ， Ｍ ； 豆 海 丘 ， Ｄ

； 達 磨 海 丘 。

Fig.  4. Topographic cMs ｓ sections of tbe Hachijo Na ｓ4ごｅ●I Rill. Ａ｝

lヵcations ol ﾐhe cr ｏｓｓ sections. Ｂ）E151-w ｅｓt cross ｓｅｃ･

lions,  C)  North-south cross secli ㎝ｓ.

はその仲畏方向にのびた小海丘が並んでいる。こ

の小海嶺は32°51'あたりで土シエロン状に北へつ

ながるが右ずれの様相を呈している。

海盆の西外側には幡lkm 程度 の小門地があり

その西には小海丘群がある。いずれも140°～160°

の方向に並んでいる。図４Ｂには上記の地形構遥

要素に沿った地形断而図を示した。

1冫0

小 海 丘 畔 が 直線 上 に並 ん でい る 例 は 東 伊 豆単 威

火||| 群 と 認 め ら れ る （荒 牧 。 葉 審 ，19?7 ）。 最 近

Ｋｏyａｍａ＆ Ｕｍｉｎｃ Ｇ９９１） は こ の単 成 火LII 群 の 詳

細 な 調 査 を行 な い 約10-15 万 年 前 か ら 噴 火 が始 ま

り 北i!i 一 南 東 ない し北北 酉 一南 曲 東の 方 向 に 直 劔

状 に 分 布 す る こ と を確i 綛 した。 新 八丈 凹 地の 小 池

丘 群 を東伊 豆 単成 火 山群 と比較 す るこ とは 極 め て

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH  (mi)



図 ５　 新 八 丈 カ ル デ ラ の 地 形 断 面 。

Fi＆5 ， Ｔｏｐｏｇraphic cr ｏsｓ sectｉｏｎｓ of the Hachijo Calder ａ.

重要であり，その仕事は現在進行形である( 藤岡

他，準備中)。図幅中央にあ る直線上の小海伽は

illl禍トラフ伊平屈海嶺のそれとよく似ている。伊

平屋海嶺も沖繩トラフの伸長方向に平行でその上

に小海丘群が形成されている。この海嶺上でヒー

}ヽ フローが測定されており最大1400・Ｗ/。2が観

測されている{ 木下｡1991 印刷中}。

この様な嶽地形の分布は伸長場のテクトニクス

に卓越するもので微地形の比較からみても新八丈

凹地がリフトとして活負中であることを強く示唆

している( 藤|网他, 1989 ； Fujioka el al.｡1990)。

3.  Dive  497

01ｙe 497は新八丈凹地の葡箪海丘（仮称3 の東

臓から スタートした。航跡や時闘を圜６に示し

た。ルートは瓢箪梅丘を巡り直総状の小梅嶺上で

浮上する全長3.8km の退のりであった。この鉅

雌はしんかい20（X）の猪飼の榊水では最長である。

小さな海丘には記職の都合上束から西へ，瓢箪海

丘，豆海丘，達磨海丘と名ずける。

表 口こは潜航l扣こ行なわれた主な作業や観察事

項をまとめた。

着水点は小海盆の西よりの1135111の平坦面で，

泥が表面を覆っている｛図７－ｌ｝。温度測定と

コアラー作業を行なったが堆積物は硬く，厚い

｛図7 ―23)0 温度差はそれほど高い佃iではなかっ

た。270°へと移動し 崖を発見し登っていく。火
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山岩の巨礫が類々と秘み箟なっており小海丘より

転落して きたと思われる( 図７－２－７)。これ

らの火山岩はすべて流紋岩質のもので，沖縄トラ

フで記縱されている材木状軽石に類似している

(Ka10.198?) 。付着坐物も見られた( 図7 －24，

2G)。瓢簾海丘は比高100m 程の偏平な海丘である

が，小さな急讚を所々に持ち巨礫が転落して土石

流を伴う。

豆海丘はスコリア質の玄武岩の露頭からなる。

岩石の表而は赤褐色の変質物質が付着している。

途鵬湘丘はごつごつした溶岩からなる。塊状の

玄武岩質の溶岩とその轢には，秘ざまの付着生物

がついている。達磨海丘を越えて西側の小海倣に

さしかかるとリップ ルが見られた。これは。玄武

岩と生物片からなる砂であった。

小海嶺の中腹には玄武岩貿な粗柆砂からなる部

分が玄武岩の礫の冏に見られた。潜航中に熱水に

出会うことはなかった。

試料の記馼

Dive 497 では表 ２に示 した試料ｶq 辱られた。こ

れらは試料の表i卜i以外は すべて新鮮な火[LI岩であ

った( 図 ８)。 それ以 外には グラブ試料 として玄

武岩質砂， ２本の柱状試料が得られた。岩石は肉

眼的にも大 きく２つの タイプに分けることがで き

る。 玄武岩 と流紋岩であ り，前者は瓢箪海丘以外

の小海丘から得られた。即ち，流紋岩はこの潜航
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図 ６　 潜 航 航 跡 図 と そ の 断 面 図 。 番 号 は 表 １の イ ペ ン

ト お よ び 写 真 の 番 号 を 示 す ，

；俶 １ の イ ベ ン ト ， ； 岩 石 試 料 探 取｣ 皀点 ， ； グ

ラ バ ー に よ る 試 料 探 取 地 点 ， ；柱 狄 試 料 探 収 地

点 。 ； ト ラ ン ス ポ ン ダ 。

Fj ＆6.Ship's t ｒｘk llo ●g (he submersible 'IShilkai

2000‘' il lhe Hacbijo Na ｓｌｅｌt Ri 良11d the

細芦 がaplie cross section ａｌｏｎｇ ｌｈｅ ship･

t｢肬kline ，

ルートでは廠箪海丘からのみ得られた。柱状試料

は海盆で得られたものはガラス質な砂ないし泥，

豆海丘の麓で得られたものは玄武岩質な砂であっ

た。

顕微鏡的観察

岩石の顕徹鏡的な記載を表２に，また顕微鏡写

奥を図 ９に示す。火山岩はよく発泡した斑品の少

ないガラス質の玄武岩と流紋岩である。玄武岩は

斑品として斜畏石，かんらん石，輝石を含む。部

丿冫2

分的には熱水変質を受けている所もあるが全休に

極めて新鮮である。流紋岩はほとんど斑晶を含ま

ず流理組織を示す。徹斑品や石基として斜長石や

石英を含む。

化学組成

得られた火lll岩の化学組成を知るために分析を

行なった。 まず試料を蒸留水で数日良く洗って，

乾燥させた後メノウ鉢で細かくした粉をイリジウ

ム箔の上に置いて電流を流して商温にして溶かし
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た。こ れを急冷 して得ら れたガ ラスは均 貿なので

全岩の化学組成 を水めるこ とがで きる。 樹脂に哩

め 込 ん だ ガ ラ ス を研 磨 して ＥＰＭＡ （Electr・n

Pｒobe Mic  i･ｏ-Ａｎａｌyser）用 の試料 とした。 分析は

東京大学 梅洋研究 所の ＥＰＭＡ 【ＪＣＸＡ-733 ；日本

電子製】 を用いて 行な われた。図10 には 岩石の化

学組成 を示した。 また表 ３には主要元素の含右率

を示 した。 久野･のSi02-Alka.li 図 では497-7 を 除

いてすぺて低ア ルカリソレア イトの領峨にプロ ７

卜 される。S102-T102 図 やSKJ2-K20 図で はこ れ

らはい くつかの グループに分けるこ とができ。地

形的な違いを反映してい る。

497-1.  2  and 3

1 と ２は流杖 岩で瓢 豕誨丘の東斜洳中収から1琴

られてい る。 ３は玄武岩で頂上付 近の西側斜i･iか

JAUSTECTR DEEPSEA RESEARCH　(1991)

|渭7　7: 石 の 化 学 組 成

】） シ リ カ ー ア ル カ リ　 ダ イ ア グ ラ ム

2 ） シ リ カ ー チ タ ン　 ダ イ ア グラ ム

3 ） シ リ カ ー カIJ　 ダ イ７ グ ラ ム

；497-1 ， ；497-2.9 ； 497-3 ， ；･197-4. ；

497-5.

；497-6 ， ；497-7 ， ；477-lr ａｂ

Pig.  7. Chemical compositions of lhe ｙｏ】ｃａｎｉｃ rocks.

1）S101 一八Ikali diagram. 2 ）S102-TiOl din-

Srａｍ.3 ）S102- Ｋ,0diaSranl

:497-l ， ；497-2 ， ；497-3 ， ；･197-4. ；

497-5 ， ；497-6 ，:4 叨-7 ， ；477-gr ａb

ら得られている。これらは瓢箪海丘がBimodal な

化学組成をもつことを|11示しており。頂上に近い

ほうに玄武岩が分布している可能性を暗示してい

る。

497-4 ald 5 は小さな海丘（ここでは豆海丘と

呼んでおく）から得られた玄武岩質安|||岩であり

その化学箍成は共によく類似している。

49?-6は海盆の西端の海li（連判海丘）から得

られたが，その化学組成はどの岩石ともにていな

1丶。

497-7 and （;1･abei･は陶:|ﾋに仲びた小海嶺から

j23
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肬料番号 岩石名

497-5　 書通輝石 玄武岩

497-6　 カンラン石･普通輝
石 玄武岩

災 ２　 試 科 の 肉 眼 と 顕 徹 鏡に よ る 記 職

Tabic 2. 【】descriptions on ｌｈｅ samples oblained during

lhe 【】ive 497.

肉眼観察による記敏

良く発泡した玄武岩で、斜長石斑品が

わずかに見られる。表面は、変賀によ

り黄褐色を呈する。また、少量の生物

が付着している。

薄片 試料記載

普通輝石斑品は、最大長1.０ｍｍ. 半 自形で、スピネル鉱物の

徴斑晶を含 む。斜長石斑晶は 。最大畏1.0mm 、短 冊状の自形

～他形で融蝕を受けた斜長石 からなる集合結晶（ ）が見られる。

石基は、斜長石を含み、黒色のガラ ス貿組廸を呈 す

497-4 に比 べ斜長石 が多い。

良く発泡した玄武岩で、斜長石斑晶が　　 カンラン石徼斑昌は、最大疂0.35mm 、自形～半自形を示す。

見られる。表面は。変質により費褐色　 斜長石巻斑品は、倔大長0.３ｍｍ、短冊状の自形～半自靜を示

を呈する。　　　　　　　　　　 す。普通輝石微斑晶は、最大長《9.8 mm 、半自形である。、石

基は、カンラン石。斜長石を含み、黒色のガラス賀組織jを呈す

。周縁部は斜長石がやや多く、ガラスはやや変質して貝偏褐色

を呈する。

497 －ア　 カンラン石一普通趨　　 良く発砲したガラス貿玄武岩。ごく少　　 カンラン石徽斑品は、愚大長0.35mm 、自形～半自形を示し、

石 玄武岩　　　　 量の生物が付着している。　　　　　 スピネル鉱物の脂携昌を含む。斜長石微斑贔は、最大長0.５ｍ

ｍ. 自形～半自形を示す。普通輝石微斑晶は、愚大長0.５ｍｍ

、半自形である。石基は、スピネル鉱物の微斑品を含むカンラ

ン石、斜長石を含み、黒色のガラス賀組織を呈す。

497- C1　火山性泥

試科番号 岩石名

497･C2　 火山性泥

497Grab スコリア

シルト～細粒砂サイズの経黄褐色泥。　 愚大長0.３ｍｍの褐色ガラス、シルトサイズのtabular typeの白

色ガラス、斜長石徽斑贔を含む贔大長0.４ｍｍのスコリアの岩

片、斜長石からなる。浮遊性有孔虫、ウニの骨針、底凄有孔虫

等の生楠片が見られる。

肉眼観察による紀敵

シルト～中Ｕ 砂サイズの賢褐色泥。

葡片試料記載

餡長石、泥～細粒砂径、最大長0.２ｍｍの褐色ガラス、斜長石

微斑品を含む愚大長0,４ｍｍのスコリアからなる岩片からなる

。生物片として、浮遊性有孔虫、放敵虫が見られる。

淘汰の良い岨粒砂サイズの玄武岩質砂　 斜長石微斑贔を含むスコリアの岩片

礫。
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試料番号 岩石名

497-1　　 ガラス質流紋岩

497･2　 ガラス質流紋岩

肉眼観察による記載

良く発泡したガラス質軽石で材木状組

織（Kaloet 沚、1987) を呈する。表

面には、マンガン酸化物が付着し黒茶

色を呈する。

薄片賦料記戴

Ｍ贔は含まれず、石には、まれに斜長石を含む白色のガラス

賀経攝を呈す。

良く発泡したガラス賀軽石で、渣理構　　 班晶は含まれず、石慕は、まれに波動消光を示すシリカ鉱物

造が見られる。表面には、変質により　　 を含み白色のガラス質組織を呈す。

赤褐色を呈する。

497･3　 カンラン石･普通輝　　 良く発泡した玄武岩。表面は、署しい　　 自形～半自形のカンラン石斑品は。最大萇0.５ｍｍでスピネル

石 玄武岩　　　　 変質により赤綿色を呈する。また、少　 絋物の徹斑品を含む。斜長石斑贔は、最大長O､３ｍｍ、自形～

量の生物が付着している。　　　　　 半自形で、一部スピネル錻物の微斑贔を含む。また、一部の斑

贔では中心部に蜂の巣状構造が見られる。普通輝石斑贔は、最

大貝0.５ｍｍ. 自形～他形である。石基は、カンラン石、斜長

石を含み、黒色のガラス質粗織を・ す。

497･4　 普通輝石 玄武岩　　 良 く発泡した玄武岩で、斜畏石斑贔が　 多数の気孔 が見られる。普通輝石斑贔は、最大長O､５ｍｍ、自

わずかに見られる。表面は、変質によ　　 形～半自形 で、スピネル鉱物の徼斑晶を含 む。斜長石斑贔は、

り黄褐色を呈する。また、少量の生物　 最大長1.０ｍｍ、矩冊状の自形～半自形で。一部dusty  inclusion

が付 着している。　　　　　　　　 を含む。普通輝石あるいは普通輝石及び斜長石からなる集合組

贔(910meroporphyiUc te ｘlｕrｅ)が見られる。これらは周縁部が

融蝕を受けている。石基は斜長石を含み。黒色のガラス質組織

を呈す。



喪 Ｓ　 宕 石 の 化 孕 組 威

Ｔ●ble 3. Chemic ●ｌ ｅｅｍｌ･ｏ●1110ns ol lh● volcanic n]ck･ ，

耨 ら れ て い る ． こ れ は チ タ ンに 富 む玄 武 岩 で あ り

飲 多い 分 化 し た は背 弧 海 盆 の玄 吠 岩 に 化 学 組 虞 が

に てい る ．

考　 事

新八 丈 凹 地 で 玄 武 岩 と 流 紋 轡 が 秤 ら れ たこ とは

凹 地の 形 虞に つ い て 麗 輿 な 桐 報 を提 供 し てい る ．

宇 諦 （19a3 ） は 伊豆 小 笠 原 弧 の 北 部 に 分 布 す る 火

山 岩 が 顕 著 なB4 ●wylal V・Ic･ni･ 筮 を 示 す と 述 べ

た． そ の 後 背 弧FI 墻 に つ い て ， 卿 蔵 海 蜚

（F ｕjiok･ ●t al。 1987 ）， 八 丈 凹 地 （仲 偏.1987 ）

で 宕石 が得 ら れ た． 特 に， 仲 他は 波 紋 岩 と 玄 武 岩

が 産出 す るこ と を記 載 し てい る． 山 崎 （本 特 鍛 ）

も 呎神 凹 地か ら 直殺 岩 と玄 武 轡 を碍 た． 須 鴒 寿 リ

フ ト で は ＯＤＰ に よ る 掘 削 で厚 い パ ｔ ス の 屆 と 玄

氏 岩 珊 が 得 ら れ た （L・g 126 sbipb 。・rd ｓｃｉｅｎtilie

part ｙ.1989 ）。

Ｂｉｍｏｄ･I Vole･ni･ － は 北 米 の Ｃａｓｃ●ｄｅ Ｒａｎ鱆 で

肥 載 され ，巣 北 日本 弧 の西 黒 沢 か ら 女 川 に か け て

の 火III 岩 に 顕 軒 に 認 め ら れ る （今 田 ，1974 ）． ま

た 緩 球 で も と くに 第 四 紀に 活 動 し たと 考 えら れ て

い る 沖 縄 トラ フ で見 つ か っ て い る （木 村 他　1987

； 仲 億.1987 ）． さ ら に ． 伊 亶 牛 鳥 の 東 に あ る

東 伊豆 小 成火 山 靜に 顕 著に 見 ら れ るこ と が わ か っ

て い る （覽 牧 ・ 黷 室.1977 ）． こ の よ うな 玄 氏 岩

と波 紋 轡 の産 出 する 場 は 伸 張 テ ク トニ ック の 卓 越

す る 場 で あ る ． 新八 丈 凹 地 を含 め た背 弧|!!l地 辟 は

表 層 の 堆 積物 を 切る 断 層 の 卓 越 す る懣 勍 的な リ フ

ト であ る ．

轄　 酳

八 丈 島 の 南 西*)40fc ≪ に あ る 新 八 丈 凹 亀 で ｒし

ん かい2000 」 に よる 溜 航調 査 が行 われ た． こ の 門

亀 は ． 伊 豆・ 小 菫原 弧 火山 フ ロ ン トの す ぐ青 騰に

あ る 凹 地 胖 の 一 つ で ＦＵＪ１０ＫＡ （1989 ） に よ
ウ て

鯱 も新 しい 凹 地 であ る と 杉 え ら れ てい る.F!l 地 群

での特徴は雄積物の表層まで切る断層（罍断層）

の存在． リフトの両側 または片 偏を眤す る正釿

壜，凹 池内での高地鮫熟流最隹と隣接する低熱流

量佶の存在などであ る．

矗航飼査は以下のことを●的としてなされた.

（1）新八火凹地の地形（徴地形）の畋寮，C2｝新八丈

凹地の麌層増積物の覿察と採集.（3漸 人丈凹地の

岩石の探集及び，（4嘶 八丈凹地の温度測定と熱水

活動の有無の略糺

八丈凹地内中央の北西 一南東方向に伸びた小海

丘の車の裾野より南囘に潜航し ３つの小丘を横切

る全長38a ）・ にわたる調査が行われた．中央の小

侮丘はその表層堆積物は火山砕屑物に厚く覆われ

ていて，小滞 丘より由来する堆積物重力麌に よる

lj 礫が認められた．その西側の小海丘ではよく発

池した スコリア賢の玄氏岩が耨られた．山頂付近

では岩石は軒しく熱水変質を受け亦栂色に変色し

た部分を伴う．遭癨は堆積物の内部の方が寓 く近

い遇去に熱水柵動のあったこと を示唆する．i怦水

では波紋岩， 文武岩質安山岩，玄武岩が探集され

た． 玄氏 岩はCpz  ± 01 の斑晶 をもつ11あ･ｓyな

もので，流紋公はよく発池しほとんど斑品を合ま

ない.ly 察`的な化学分析の綿畢からこれらの廿石

は４つ のタイプに分けることが出米る．すな わち

亂赦XI は低アルカリソレアイト系列に入り， 高

Sioz. 似TiOI ，低Nas ０，か特徴でK, ０ はＱ弧の

洫盆岩に近い．玄武岩は高アルカリソレアイト系

列に入るものと，低アルカリソレアイト系列に入

るものとあ り，高TK ）,低TIo2 ものとかある．

新人丈門地では火山ｌ は島弧山 来のものと，腎弧

山来のものとが混在しており，リフトの形成の最

初躙には決ま･．た岩石系列を乖さない 可麓餓かあ

る．

謝　 齢

本報售をまとめるにあたり，なつし まの舶艮を



始めとする乗組貝の方々，しんかい2000の桜井利

明，赤澤克文の両氏には潜水中とその前後にわた

って絶大な援助を賜った。 東大海洋研究所の山本

富士夫氏には幻の潜水でお手伝いいただいた。眥

香代子さんや小山真人氏，斎藤実焼氏との新八丈

凹地の海丘について議論は大変有益であった。金

原富子さんや村山雅史氏には原稿の清書をお願い

した。これらの方４に感謝いたします。
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１ ） 着 底 点 の 底 貿 。 火 山 性 初 質 に 富 む 砂 な い し

泥 。 柱 状 試 科 を 探 集 し た 後 の 穴 か ら 緇 かい 泥

の 煙 が 舞 い 上 が っ てい る 。

1 ） Ｂｏttｏｍ ｓediment ｓ at the landing point. ＶｏＩｃａ･

niclastic ｓａｎｄ ｏr mud. Fine materials are seen

from the hQle after lhe sanlpLin ＆

２ ）

幻

巨 大 な バ ミ ス の 崩 壊 物 。 瓢 箪 海 丘 の 浅 い 部 分

か ら の 転 落 礫 。 縞 状 の 流 理 柵 造 を も つ 。

Collapse 01 hu 粐p ｕmice.hi ｓ block may ｃｏｍｅ

rr4)ｍ shallower ｐａrL of ihe Houtan knoll,

ｌ－３）瓢箪海睨の西叫斜而。頂上に近い。塊状の溶

岩ブロ７夕が加熕と積み爪な っている。

1 －3 ｝Wester ｎ sloi･ｅ ｎｅａr lhe tｏｐ ｏｎ ｈｅ Ｈｏｕlan

k11011.
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1 －4 ）497 － 9 が得ら れた。玄武岩溶岩のブロ ックの周辺にガラス質の玄武岩砂が埋めている。

1 －4 ）Ｂ】ocky basaltic lava and g】a5ｓy basａ】tic sand arｏund the  lava. Sample 497-9 was c011ecled

from here.

写 真 １　潜航ルートの沿った梅瓜の写真。

PhotQ I Submarine ph01graphs of t ｈｅ oulcrops alon 富the ship's Irack 】ｉｎｅ. Ｎ叭e the FiS ， 6A）forlhe beller

ｕｎｄｅrscanding of the loぐａtion of lhe photｏｇraphｓ.

・。　　　 ４９７･2

497－ ２

同じくよく発泡した流紋機。流理組織及び変

質物の付着が見られる。

2 － ｜ ）497-2.Well ve ｓicｕra1cd rhyoliie. FIoｗ struc-

UIre arut hydroiherrually allured materials are

ｓｅぞｎ.

写 爽２　 試科 の写真。

２

２

2 ）497 －5

よ く 発 泡 し た 玄 武 岩 。 変 貿 部 を 伴 う。

2)  497-5.  Vesicular ｂａsalt with alteration rim ０１

ｎｏｎtrｏｎｉtｅ

jjＱ

Pholo 2 P11cloSraph ｓ ｏｎｈｅ samples obliined during lbe Dioe49?.

写真３　試料の顕詼跪写真。説明は表２にある.

P畆olQ 3 Photomicrographs of the volcanic rQcks oblained durinf 111eDive49?.
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